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七間廊下周辺の発掘調査を実施しました。
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津

　史跡津山城跡保存整備事業では、現在通路部分を中心

に整備を進めています。整備工事に先立ち、通路とその

周辺部の発掘調査を行っています。

　平成 28 年度は、搦
からめて

手側の七
しち

間
けん

廊
ろう

下
か

周辺、裏
うら

鉄
くろがね

門
もん

の

西側、裏
うら

中
なか

門
もん

周辺、干
ほし

飯
いい

櫓
やぐら

の発掘調査を行いました。発

掘調査により、築城の際の造成の状況や、築城時の地表

面等を明らかにすることができました。

　整備工事では、本丸から搦手側の埋
うずみ

門
もん

にいたる雁
がん

木
ぎ

（石

の階段）の積み直しや腰
こし

巻
まき

櫓
やぐら

石垣の遺構表示を行いま

した。

　今回は、これらの事業概要を中心に紹介します。

示するため、石垣に沿って

植栽を行いました。
排水路の整備

　排水路の整備は地上には

表れない部分ですが、石垣

の保全や来城者の安全性の

確保などの観点から重要な

整備です。今回は、発掘調

査でみつかった豊島石製暗

渠排水溝を利用して整備を

図 1　発掘調査位置と整備位置
写真 19　整備後の裏鉄門周辺（左が北）

写真 1　発掘された七間廊下周辺（上から）

しました（写真 15）。裏鉄門の北東側から水を集め、裏

鉄門西側石垣にみられる吐口から排水する経路です。

　排水溝は津山城の遺構であるため、傷めないように保

護し、その中に管を入れて排水路として使用します。排

水溝には蓋があるため、外せる部分は蓋を外して管を設

置しました（写真 16、17）。また、土系舗装は水が流れ

やすいように勾配をつけています。

　今回の整備により、本丸搦手側の降り口から裏中門ま

での通路整備が完了しました。通路の土系舗装を行った

ため、雨の日にぬかるむ心配もありません。今後とも江

戸期の景観復原を目指すとともに、みなさまが快適に城

内で過ごすことができるよう整備を進めていきたいと思

います。

写真 15　排水路整備前
　　　　　（東から）
写真下の水路が裏鉄門の雨落溝。

写 真 17　 管 の 埋 設（ 東 か ら ）
管は遺構に合わせ屈曲を調整。

写真 18　整備前の裏鉄門周辺（左が北）

写真 16　蓋取り外し後
　　　　　（東から）

平成 28 年度整備箇所

平成 28 年度発掘調査箇所

落石防止柵を設置しました。

　二の丸東側石垣は、津山城の本丸から一段下がったと

ころに位置する南北約 66 ｍ、高さ約７ｍの腰石垣です。

昭和 39 年の集中豪雨により南側の 24.5m が崩落したた

め、翌 40、41 年の 2ヵ年で積み直しを行っています。

一方、積み直しを行っていない北側部分は一部石垣が孕

んだ状態で、現在に至っています。

　石垣が急な斜面の上にあることや、斜面の下には民家

や神社が存在することから、安全対策のために斜面の法

面上に落石防止のためのフェンスを設置しました。

　孕み出している石垣については、平成 23 年度から石

垣の定点観測を行っており、今後も注視していきます。

写真 20　二の丸東側石垣と落石防止柵（矢印部分にフェンス）



直交します。この部分の絵図をみると（図２の緑丸部分）、

「此下西へ通路」の表記があることから、建物の下をく

ぐる通路に敷かれていた可能性があります。
まとめ

　今回の調査では、江戸期の石垣基礎は確認できません

でしたが、現在の石積みに接する箇所でみつかった遺構

もあることから、江戸期の石垣は、現在の石積み部分に

積まれていたか、石積みではなかった可能性も考えられ

ます。

　調査区中央及び東側からは石列と枡が、西側からは

土製の桶のようなものがみつかりました。石列は２列

あり、七間廊下の西面石垣と平行していることから、

七間廊下建物の礎石と推定されます。枡は調査区東西

に２つあり、土層の堆積状況から、礎石以前のものと

考えられます。枡の底面には平らな石が敷かれ、内部

から木の板をつなぎ合わせるための鉄釘が出土しまし

た（写真３）。土製の桶については城内では類例があり
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その他の発掘調査について

　今後の整備工事に先立ち、江戸期の地表面の高さや遺

構の有無の確認を目的として通路の周辺部分の発掘調査

を行いました。
裏鉄門西側（調査区３）

　裏鉄門の西側を調査しました。過去に実施した裏鉄門

の調査でみつかった豊島石製の暗渠排水溝の続きを確認

することが主な目的です。

　調査の結果、排水溝の続きが確認できました。排水溝

は調査区中央で少し北寄りに折れ、西側の石垣天端から

50 ㎝のところにある吐口から流れ出る構造となってい

ます。
裏中門周辺（調査区４、５）

　七番門から二の丸へいたる通路部分（調査区４）と裏

中門の北東部（調査区５）を調査しました。

　調査区４では、豊島石製の排水溝と岩盤を掘りくぼめ

写真５　調査区２塼敷（東から）
北端（写真右）の塼は半分に割られたものが敷かれている。

写真 11　調査区７干飯櫓石垣       
                    の根石（南から）
                    矢印は根石の加工痕。

七間廊下について

　七間廊下は、本丸か

ら搦手口に降りる埋門

の南西にあります。幅

２間、長さ６間半の畳

敷きで、執務の場であ

る小書院から藩主の居

間へとつながる大きな

廊下の一部です（図

２）。現在、七間廊下

の東側には石垣があり

ますが（写真２）、こ

の石垣の東面は石の積

み方から江戸期よりも

後に積まれたと考えら
　津山城の搦手側、本丸の北側の降り口から裏鉄門下の

雁木の手前までを整備しました。整備項目は、埋門上の

雁木の復旧、埋門東側石垣の間詰石補修、裏鉄門及び腰

巻櫓石垣の遺構表示、裏鉄門から裏鉄門下雁木までの通

路の舗装及び排水路の整備と多岐にわたります。ここで

は、腰巻櫓石垣の遺構表示と排水路の整備について詳し

く紹介します。
腰巻櫓石垣の遺構表示

　腰巻櫓石垣は、裏鉄門の南側に位置し、七間廊下石垣

を包み込むような構造でした。明治 23 年に石垣が崩落

し、その後修復されましたが、元のとおりではなく、腰

巻櫓石垣の西面は七間廊下石垣西面のラインに合わせて

積み直されます。過去の発掘調査により、本来の西面石

垣の基底部が明らかになったため、この部分の遺構表示

を行いました。

　なるべく現状に手を加えず、石垣であったことがわか

るようにと、石垣を構成する大きな石（築
つき

石
いし

）は現状の

ままとし、石垣内部の栗
ぐり

石
いし

を補充しました。補充した栗

石は、城内でストックされていた石を使用しています。

また、本来の腰巻櫓石垣西面のラインをわかりやすく表

て作られた枡がみつかりました（写真７）。南側石垣の

吐口からの水を枡が受け、排水溝を通って北側石垣の吐

口から排水される仕組みです。

　調査区５では豊島石製の排水溝が南北２列に並んでみ

つかりました（写真８）。裏鉄門西側石垣の吐口から流

れてきた水を西側に排水する経路にあたります。北側の

排水溝は底部の石を一部欠いています。また、南側の溝

の側壁として北側溝の側壁を利用している状況がみられ

ることから、もとは北側にあった溝を南側に付替えたと

考えられます。
干飯櫓（調査区６、７）

　裏中門の北側は、現在はなだらかな坂のようになって

いますが、絵図などから江戸期は低い石垣の上に建つ干

飯櫓と、櫓に上るための雁木があったことがわかってい

んでしたが、櫓石垣の根石を確認することができました。

根石の表面に加工痕があることから、根石の一部が地表

に出ていたと考えられます。

写真９　調査区６干飯櫓石垣の根
　　　　石（南から）

（
抹
消
痕
）

（
抹
消
痕
）

（
抹
消
痕
）

（
抹
消
痕
）

（ 抹 消 痕 ）

（
抹
消
痕
）

（
抹
消
痕
）

（
抹
消
痕
）

（
抹
消
痕
）

（
抹
消
痕
）

レ ン シ マ ト
　

同
　 　 　 　  同
　 　 　  同

戸
一

四
尺
八
寸
間

一
間
五
尺

石
落
し

窓
懸
戸
二
枚 

大
戸

四尺三寸間マ ト

戸 二

コ シ セ ウ シ 同
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

同  

　 　

同

開
戸

戸

戸 二
　 　 　 　 　

同
　 　 　 　 　 　

同 四

戸
　 　 　   　 　

同

ア
カ
リ
セ
ウ
シ　

四

弐
間
半

戸

戸 セ ウ シ 一 　 　 　 　

同 　 　  　 　 　

同 　 　 　 　 　

同 　 　 　  　 　

同 　

中 窓 　 　 　

同 　 　 　 　

同 　 　 　 　

同 　 　 　 　

同 　

中 窓 　 　 　 　

同 　 　    同 　 　   　 同 　 　

戸 セ ウ シ 一 　 　 　 　

同  　 　   　 同 　 　    　 同 　 　

マ
イ
ラ
戸

セ
ウ
シ
二

戸 四 セ ウ シ 二
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

同
　 　 　 　 　 　 　 　

戸 二 セ ウ シ 一
　

尺三寸間

コ シ セ ウ シ
　 　  　  同
　 　 　 　 　

同
　 　 　 　 　

同
　 　 　  　 　

同

同
　 　 　 　 　

同

戸

戸

同
　 　 　 　

同セ ウ シ

腰
髙
セ
ウ
シ　

 

　

 

同　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　

 

　

同　
　
　
　
　

同　
　

セ ウ シ

大 戸 一

腰 セ ウ シ 二 

　 　 　 　 　 　

同 二
　 　 　  　 　 　 　

同 二
　 　 　   　 　 　

同 二
　 　 　 　 　 　 　

同 二 　

同
　 　 　 　 　

同
　 　 　 　   　 同 

　 　 　  　 同

腰 セ ウ シ
　  　 　 　

同
　 　 　  　 　

同
　 　 　 　 　

同
　 　 　   　 同
　 　 　 　 　

同

同
　 　 　  　 　

同  

　 　 　  　 同コ シ セ ウ シ    

　  同   

　    　 同コ シ セ ウ シ 四

腰 障 子 四
唐 紙 四

戸
二
セ
ウ
シ
一

戸
セ
ウ
シ
一

唐 紙
　 　 　  　 同

唐 紙

唐
紙　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　

同

唐
紙
四

コ
シ
セ
ウ
シ　

 

　

同

戸 二

ア カ リ セ ウ シ

コ
シ
セ
ウ
シ

戸

木 格 子
　 　 　 　 　

同

杉
戸

唐
紙

唐 紙
　 　 　      同
　    　 　  同
　 　      　 同
　  　

唐 紙

唐 紙
　 　   　 　

同
　 　 　 　 　 　

同

杉
戸

唐
紙

戸
唐 紙
　 　 　 　 　

同

唐
紙

唐
紙
四

杉
戸

唐 紙
　 　 　  　 同
　 　 　 　 　  　  　 同 四

唐
紙 

　
　

 
 
 

同

唐 紙

戸
二

戸
セ
ウ
シ 

　
　
　

同

同　
　
　
　
　

同

同　

 

　
　

 

　

 

同

腰 セ ウ シ 

　 　

同
　 　 　 　 　 　

同
　 　 　 　 　

同 同
　 　 　 　 　 　 　 　 　

同 

唐
紙 

　

 

四

ヌ
メ
敷
居

セ
ウ
シ　
　
　

 
 
 

同

セ
ウ
シ

雨
戸
四

レ ン シ マ ト
　  　   同

レ ン シ マ ト 　 　 　 同
　 　  　 同

レ
ン
シ
マ
ト　
　

同　
　
　
　

同

同

セ ウ シ

戸

木 格 子

木 格 子
　 　 　  　 同

唐 紙

腰 セ ウ シ
　 　 　   同

戸

戸腰
セ
ウ
シ
二

腰
セ
ウ
シ
二　

 

同

腰
セ
ウ
シ
二

ヌ
メ

唐
紙

唐 紙
　 　

四

唐 紙
　 　 　

同

戸
　   　 　

同

唐
紙

唐 紙
　 　 　

同
　 　 　

同

唐
紙
二

同

同

腰 セ ウ シ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

同
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

同

杉
戸

雨
戸
七

雨 戸

戸
四
セ
ウ
シ
二

唐
紙
四 唐

紙
四

腰 髙 セ ウ シ
　 　   同
　 　     　 同

唐
紙

唐
紙

同

戸

内 唐 紙

外 マ イ ラ
立 具

同

立
具
外
マ
イ
ラ
戸

内
唐
紙

同

同　
　
　
　
　
　

同

セ
ウ
シ

同

中
窓

戸
一
セ
ウ
シ
二

同　
　
　
　
　

同

唐 紙
　

四

戸
唐 紙

唐 紙
　 　 　 　 　 　

同
　 　 　

四
　 　 　

同

セ
ウ
シ

杉 戸

戸 二 セ ウ シ 一 同
　 　 　 　 　 　 　 　 　

同
　 　 　 　 　 　 　 　 　

同

同
　 　 　 　 　

同
　 　 　 　 　 　

同腰 髙 障 子

腰
髙
障
子　
　
　

同　
　
　
　

 

　

同　
　
　

 
 

　

同

同　
　
　
　
　

 

同　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　

同

唐
紙　

四

唐
紙

同　

四

唐 紙
　 　 　 　

同
　 　 　 　 　 　

同
　 　

　

唐 紙 四
　 　

　

大 戸 戸 四 セ ウ シ 二
　 　

　

戸 二 セ ウ シ 一
　 　

　

同
　 　 　 　 　

同
　 　  　 　 　

同
　 　 　

同　
　
　

 

　
　
　
　
　
　
　
　

同

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同

中
窓

唐 紙 四
　 　

　

戸
二
セ
ウ
シ
一

同　
　
　
　
　

同

同
窓懸戸二枚

　

子窓

同
同

戸 二 セ ウ シ 一

同
同

窓

一間弐寸

一間

同二尺五寸

窓

戸柵
三
間

唐
紙　
　
　
　
　

同　
　

 
 

　
　
　

同　
　

 

　

 

　

同　
　

 

　
　
　

同

ヌ
メ　
　
　
　

同　
　
　
　
　

同　
　

 

　
　
　

同

木
格
子

杉
戸

唐 紙
　 　 　 　 　

同
　 　 　 　 　

同
　 　 　

杉
戸

杉 戸
　 　 　

腰
髙
障
子　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
四

障 子
　 　 　 　 　

同
　 　 　 　 　

同
　 　 　 　 　

同
　 　

クヾリ

七尺

七尺

戸　  　  　

同　 　 　 　

戸

子
窓 ［ ］ 間 五 尺 八 寸

戸

戸 二 セ ウ シ 一
　 　 　

同
　

杉
戸

唐
紙

唐 紙
　 　 　  　 　

同
　 　 　 　 　

同
　 　   　 　

同
　

障
子　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　
　

同

腰
髙
セ
ウ
シ　
　
　

同　
　
　
　
　
　

同

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　
　

同

同　

 
 

　
　
　

同　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　

 

同　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　

 
 

同　
　
　
　
　

同

ヌ
メ

戸
四

セ
ウ
シ
二

唐
紙　
　
　
　
　

同

唐 紙

唐 紙

ヌ メ

戸

戸 二
　 　 　 　 　

同
　 　 　 　  　 　

同 四

戸 同 同

唐
紙

戸

戸 二

マ
ト

小
杉
戸

引
襖

腰
セ
ウ
シ

レ
ン
シ
窓

同石
落
し

同同石
落
し

同同石
落
し

唐
紙

窓
懸
戸
二 

東
同
断
也

弐
間
弐
尺

四
尺
八
寸
間

一
間
壱
尺
間

腰 セ ウ シ 二
　 　

同
　  　 　 　 　

同
　 　 　  　 　  同 

　 　 　  　 同

唐
紙
二

腰 セ ウ シ 二

戸
二
明
セ
ウ
シ
一 

 

同

出 

窓

同 同

唐 紙

カ
ラ
カ
ミ
四

唐 紙
腰 セ ウ シ

唐 紙 一

板
敷

四
尺

八
寸

弐 尺 八 寸

五 尺

戸 二 明 セ ウ シ 一  　 　

同

戸 二 明 セ ウ シ 一　 　 　

同

出 格 子

出 

窓

戸
二
セ
ウ
シ
一　
　
　

同

戸
二
セ
ウ
シ
一

弐
間
半

四
間

戸 二 明 セ ウ シ 一　 　 　

 同

大 戸 一

引 戸

唐
紙

唐 紙 四

同 四

ク ヾ リ

唐
紙
二

唐
紙　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　

 

同　
　
　

 

　

同

唐
紙
二

杉 戸 一

二
階
上
り
口

戸

御床

違
棚

レ
ン
シ
マ
ト　
　
　

同

戸

戸
二

戸二

板
廊
下　

巾
四
尺

御上リ場

拭
板

戸

戸

ヌ
メ

戸
二

マ ト
　 　

同
　 　 　 　 　 　

戸 二

杉
戸

戸
二

腰
障
子

セ
ウ
シ
四

雨 戸

同

同

戸 大 戸

唐 紙
　

四

板 羽 目 紅 葉 之 画

格 子 窓
　 　 　 　 　

同
　 　 　 　 　 　

同
　

戸

戸

戸 袋

戸

戸

戸

戸

戸
袋

戸

雨 戸 戸

戸

戸

ウ
シ

セ
ウ
シ

戸

戸

セ
ウ
シ

セウシ

同 同 同 同

障
子

引 戸

唐
紙

［ ］ ［ ］
　

出 

窓

コ シ セ ウ シ

大 戸

マ ト

マ ト

戸

同　
　
　
　
　

同

戸

戸

杉
戸

戸

コ
シ
セ
ウ
シ

唐 紙

杉 戸

　

同
　 　 　 　 　

同
　 　 　 　   　 同 

　 　 　  　 同

戸

腰 セ ウ シ 一
　  　 　

同
　   　  　 同
　 　 　 　 　  同 

　 　 　 　 　

同
　 　   　 　  同
　 　 　 　 　

同
　 　 　 　 　

同
　  　 　 　 　

同  

　 　 　 　

同
　 　唐 紙

戸 二
　   　 　 　 　

同
　 　 　  　 同
　 　 　 　 　  同
　  　 　 　 　

同
　 　  　 　 　

同
　 　 　 　 　

同
　 　 　 　 　

同
　  　 　 　 　

同
　 　 　 　 　

同
　 　 　 　 　 　

戸

御
次
入
口

両
扉
附

御
臺
所
入
口

中 窓
　 　 　 同
　 　

大 戸

同

唐 紙
　 　 　  　 　

同
　 　 　 　 　

同
　 　   　 　

同
　

ヌ
メ
敷
居

コ シ セ ウ シ    

　  同   

　  　    同   

　 　 　  同

唐 紙

御城御座敷向惣絵図　文化五戊辰年八月日　御作事所（個人蔵）

御
城
御
坐
敷
向
惣
繪
圖　

文
化
五
戊
辰
年
八
月
日　

御
作
事
所

御
上
段

　

六
畳
泥
引
之
間

　
　

八
畳

芥
子
之
間

　
　

拾
五
畳

柳
之
間

　

八
畳

折
廻
し
拾
五
畳

植
込
之
間

　
　

弐
拾
四
畳

焼
火
之
間

　
　

弐
拾
四
畳

紫
陽
花
之
間 

弐
拾
四
畳

松
之
間 

二
拾
四
畳

銀

 

鷺
之
間

　
　

拾
八
畳

皇 帝 之 間　 御 上 段　 　 拾 壱 畳

竹 之 間 拾 三 畳 半

　

ヱ
ン
コ
ウ
ノ
間
ト
云

御
帳
臺

御
入
側
二
拾
五
畳
半

御
入
側
三
拾
三
畳
半

上
之
間

御
縁
側 

折
廻
し
三
拾
六
畳
半

檜 之 間

　 拾 弐 畳

櫻 之 間 拾 六 畳

虎 之 間

　 三 拾 七 畳
藤 之 間

　 拾 弐 畳
折 廻 し 二 拾 畳

溜
之
間

鑓 之 間　 弐 拾 六 畳

旗
竿
之
間 

弐
拾
六
畳

御廣間 四拾弐畳到
来
櫓

使 者 櫓

此
下
表
鉄
御
門

惣
小
使
部
屋

御 座 間 拾 八 畳 二 之 間 拾 八 畳

御 

庭

御
寝
之
間
拾
五
畳

宮
嶋
之
間 

拾
四
畳

御
帳
臺

　

六
畳

此
下
埋
御
門

七
間
廊
下弐

拾
六
畳

御 

庭

長 局 櫓 二 十 一 間

西
湖
之
間

　
　
　

九
畳

御
勘
定
所

中之口

御
高
盛

　

御
櫓

山
吹
之
間 

拾
弐
畳

宇
治
橋
之
間 

弐
拾
畳

三 之 間 拾 弐 畳

郡代

土
間

溜 之 間 拾 弐 畳

御 小 姓 休 息 所

小 勘 者 役 所

大
納
戸
役
所

立
合
目
付

御 料 理 人

　 四 畳 爐

御
鉢
方
六
畳

竹
縁爐

御 次
小 吏

小
役
人
役
所

裏鉄御
門

番
所 

六
畳

腰
巻
御
櫓

　
上
弐
拾
畳
半

　

 

下
六
畳

御 納 戸 十 弐 畳 半

御
小
姓
詰
所

　

拾
弐
畳

御 縁 側 九 畳 同 九 畳

御
小
姓
頭
役
所

御 小 納 役 所

　 六 畳

御
前
坊
主

　
　

八
畳

御 次 十 九 畳御 座 間 九 畳

御
茶
席

　
七
畳

梯
子
上
リ
口

物 置

小
吏
ヘ
ヤ

板
之
間

物 置

土
間
炭
置
場

腰 懸 ヶ 

小 使　
ヘ ヤ

 四 畳

拭
板

小 玄 関

虎
之
間
御
門

小
吏
ヘ
ヤ

物 置

押 入

小
使
ヘ
ヤ

割
場

御 料 理 所

拭
板御

臺
所
番

御
次
坊
主
ヘ
ヤ

　
　
　

弐
畳

町奉行役所

中 奥 目 付 役 所

梅 之 間 八 畳
御 入 側 八 畳 新

中
之
口

宮
嶋
爐
之
間

　
　
　

六
畳
半

床

御 廊
下

御 縁 側 五 畳

子
臺
御

竹
縁

ナタ御

院
書
御

床
　
御

臺
調
御

袋戸

竹
縁

入
　
押

御
道
具
入
所

入押 同同

床　御

御 帳 臺

　 三 畳

　

御
　
床

ナ
タ
御

床
　
御

物
置

御 臺 所 御 門

錠
之
間

十 番 御 門

棚戸同

御
用
所

 

坊
主
ヘ
ヤ

七 畳

御
佛
殿

御 経 之 間

八
畳

八
畳

五
畳拾

五
畳

七 畳

御入側

床
 御

院書附

御
上
段

間
 土

折
廻
し
拾
六
畳

四 畳 御 縁 側 拾 畳

四 畳

ナタ御

同

 壱 畳

金

 

鷺
之
間

　
　

拾
八
畳

両
扉
ク
ヽ
リ
附

二
階
御
廊
下

ウ
ヅ
ミ

戸
袋

戸 袋

院
書
御

千鳥之間

    　六畳

廊 下

弐
十
六
畳
半

拾
弐
畳

三
畳

拾
﹇
﹈
畳

此 所 下 通 路

拾 畳

六 畳

押
入

八
畳

五
畳

七 畳

板

板
之
間

院書附

泥
引
之
間

四 畳

折 廻 し 柵

物 置

縁

爐

呉
縁

土
間

物
置

三 畳

床　御

御
ス
ヾ
ミ
櫓

下
六
畳

上
五
畳
半

﹇
﹈
畳

薄
之
間

　

八
畳

ス
ヽ
キ ﹇　

　

﹈

板
廊
下
巾
四
尺

反
橋

床
　
御

八 畳

両 ﹇ ﹈

二 階 桁 行 三 間

両 扉 ク ヾ リ ツ キ

石
垣
間
敷
下

七
間
半

段五ツ

石 垣
高 五 尺

幅 七 尺

塀

塀
三
間

壱
間

御 門 二 階 渡 臺 石 垣 髙 サ 壱 丈

引
戸

   一 間   　     　 一 間 半     小 間 中

戸　
　

戸

六
間
四
尺
弐
寸
五
分

塀 七 間

塀

塀

一
間
半

塀 六 尺
三 尺　  三 寸

弐 間

三
間

八
尺
六
寸　
　
　

一
間

一
間
壱
尺 石 垣 之 間 一 丈 弐 尺

一
間
半

八
尺
五
寸

間 半

此 下 西 へ 通 路

此
所
下
通
路

塀五間
半

此
下
通
路

塀 七 間 半 長 押 打

弐
間
一
尺
五
寸

四
尺

一
間

戸

五
間
壱
尺
七
寸
五
分

一 間 弐 尺 一 間

塀

戸
大 戸

七
間
五
尺

登
リ
塀

両
ひ
ら
き
戸

鉄 窓

塀

塀

大
引
戸

一 間　 　 　 　 二 間 半

壱
間
四
尺

七
尺
一
寸

塀
二
間

一 尺

四 尺 八 寸

塀

石 垣 之 間 五 尺

孚橋通路

廊 下 之 下 通 路

五 番 御 門

両 扉 ク ヾ リ

弐
間
半

塀 四 間 半 ﹇ ﹈

一
間
半

石
垣　

巾
四
尺

塀
四
間
五
尺

四 尺

段 四 ツ

石 垣　 巾 四 尺

此 間 壱 間

石 垣 長 六 間　 巾 四 尺

塀

石
垣
之
間
一
間
半

御庭一尺七寸五分東之方也

水         
    溜

メ

石 垣 高 サ
四 尺

土 居
臺 石 垣

高 サ 弐 尺

一 丈 一 尺 四 寸一 間 半

臺 石 垣
高 サ 三 尺

引
戸
一

塀

石 垣 巾 四 尺

七
尺

腰
懸
ヶ

七 尺

巾 壱 間 半

段
五
ツ

塀

八 間 七 寸 一
間
四
尺
四
寸

ヘ
イ

一 間 半

弐 間

一間半

一間半

石垣之間

一尺七寸五分

但本立一間五尺アリ

石 垣 長 三 間　 巾 四 尺

壱 間 五 尺

一
間
五
尺

三 間 三 尺弐
間
弐
尺

一間六尺

弐間半四尺五寸

石
垣
長

巾
五
尺
五
寸

塀

壱 間

備
中
御
櫓
二
階
之
図

（
付
箋
②
）

マ
ト

マ
ト

マ
ト

マ
ト

出 格 子

出 格 子

弐
拾
二
畳

［　
　

］
畳

ハ
シ
ゴ

（
付
箋
②
貼
付
位
置
）

（
付
箋
①
貼
付
位
置
）

（
付
箋
①
）

御
二
階
之
図

（
虫
損
）

（
虫
損
）

（
虫
損
）

（
虫
損
）

（
虫
損
）

（
虫
損
）

（
虫
損
）

写真２　現在の七間廊下東面石垣　
　　　　（東から）

写真３　調査区１の枡（南から）
青矢印が釘。縦方向と横方向
のものがみられる。

写真４　表中門出土の木製枡
底板の上に側壁を立て、鉄釘
で止めている。 写真６　調査区３全景（東から）

写真７　調査区４全景（南西から）赤矢印が枡。

写真８　調査区５全景（西から）

図３　津山城絵図に描かれた干
　　　飯櫓
　　　赤矢印が雁木。

写真 10　調査区６干飯櫓石垣
　　　　   の掘込地業（東から）

裏鉄門周辺を整備しました。
図２　文化５年絵図

赤丸が七間廊下。

れます。調査は、この

部分の江戸期の石垣基

礎の有無を確認する目

的で行いました。
調査概要

調査区１

ます（図３）。これらの痕跡の有無を目的として調査を

行いました。

　調査の結果、東西方向に並ぶ石列がみつかりました

（写真９）。石列は南側に面をもち、地山を掘り込んで据

えられています（堀
ほり

込
こみ

地
ち

業
ぎょう

）（写真 10）。絵図との位置

関係などから、石列は干飯櫓南側石垣の最下段の石（根
ね

石
いし

）と考えられます。石

垣の背面では地山から土

を叩き締めながら盛り上

げていく状況（版
はん

築
ちく

）が

みられました。

　残念ながら、江戸期の

地表面や櫓に上るための

雁木の石は確認できませ
写真 13　腰巻櫓石垣整備後

　　　　　（北から）

写真 12　腰巻櫓石垣整備前
                    （北から）
                  黄線が本来の腰巻櫓石    
                  垣西面ライン。

ませんが、地
ち

下
か

室
むろ

の可能性

があります。
調査区２

　調査区南側から塼
せん

敷
じき

がみ

つかりました。塼とは瓦質

のレンガのことです。高貴

な人が利用する場所に用い

られ、建物の基礎や壁とし

て使われたり、床に敷いて

使われます。みつかった塼

は１枚が１辺 24 ㎝の正方

形で、南北方向に８枚（約

１間）幅で敷かれています。

また、塼敷きの方向は調査

区１でみつかった礎石列と


